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利用者のQOLを高めるために

関根啓賀(エスポワール秩父)　山岸成子(東松山市総合福祉エリア)
名久井瞳(なでしこ)　真々田美穂(ケアセンター八潮)

【欠席】角田あや子(高齢者ケアセンターのぞみ)

摂食嚥下アセスメント力を鍛えよう

研　修　会　報　告　書

３．グループワーク

研修会のテーマ

（公社）埼玉県介護老人保健施設協会

関根啓賀

エスポワール秩父会長　荒舩丈一　様

アンケート回収枚数

会　　　場

講　　　師

2026/2/13

埼玉県県民活動センター

彩の国東大宮メディカルセンター　岩河優子氏(摂食・嚥下障害認定看護師)

18名(参加予定数21名中【研修メンバー除く】)

研修会名

日　　　時

参加人数
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令和　　8年　2月　24日

・②①を鑑みてオンライン研修では立地の課題がクリアできそう。

（研修会開催後の反省会での内容や研修委員としての感想等を記述）

研修委員
（氏名・施設名）

看護関係職員研修会

４．研修会の進め方

研修会の評価

２．講義に対する評価
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#####

～総合評価点～

 参加者を増やす為にはどうしたらよいかを以下に考察した。
・①研修場所について→県民活動センターは予約の容易さや料金面では非常に良い施設であるが、
 アンケートではアクセスのしづらさがあがっている。大宮あたりが立地としては参加しやすいとの
 意見もあり。

１．研修内容と目的の一致

・③A4用紙1枚の案内文では、研修会の魅力を伝える事が困難…。→例えばQRコードを掲載し、
 説明ページなどにて研修内容をPRすれば参加者像に繋げられるか？

 (実際に看護協会との合同研修で実績あり)

＊アンケート結果の詳細については、別紙添付資料「研修会アンケートのまとめ」を参照。

総

評

・今回の参加者は看護以外にも介護の参加が多くあった。
・講師の先生の講義の進め方が導入で基本知識、その後も適宜その内容を振り返りながら実演、
 グループワークと進めており展開が良かった。また実践的な講義もあり参加者からの評価も高かった。
・案内文の参加者対象について、『どなたでも』とあるが、その後に補足で看護師以外にも介護などの
 他職種を募集している旨を記入した方が良い。また、他職種が参加できる内容であることもアピール
 した方が良いので。はとの意見もあり。
・課題として今回、参加者募集期間を延長したが参加者は決して多いものとは言えず、今後さらに


